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全国から恐竜レースに大集合全国から恐竜レースに大集合

3 月定 例 議 会の内容をわかりやすくお伝えします。
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令和
4年度
予算 らしやすい づくりへ暮 まち

　3月定例議会を3月2日から23日までの22日間の会期で開きました。
　本会議では条例19件、承認議案7件、令和3年度補正予算13件、令和4年度予算14件、議員発
議2件を可決しました。
　陳情「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」は不採択としました。また、13人が
一般質問を行いました。

Check 令和４年度 新たに始まる事業

漁業経営開始補助金
新規就業者に漁船・機器などをリースする漁協に対して取得費補助をする。

6000万円

ファミリーワーケーション
町内事業者と連携し、町外からファミリー層のワーケーションを受け入れる体制を整える。

100万円

グリーンスローモビリティー
大山周辺の新たな観光ツールの構築や２次交通について実証実験を行う。

400万円

経済産業

ショートステイ物件創出
移住希望者などが町内で短期滞在できる施設を整備するため、

既存物件の改修費補助を行う。（関連6ページ）

1000万円

子育て環境向上事業
民間事業者と協力して子供の居場所となる場所を整える。

150万円
オンライン
英会話利用料

外国人と１対１で会話をする環境をつくり、
リスニング・スピーチ能力を伸ばす。（関連15ページ）

310万円

修学旅行費
助成金
修学旅行費の

一部を助成する。（関連4ページ）

829万円

　教育・子育て・  
生涯学習

地域コミュニティケア
看護師などの経験者を発掘・育成し、高齢者などの予防事業の充実をはかる。

140万円
高齢者補聴器購入費助成
上限3万円で、補聴器本体購入費を助成する。（関連4・7ページ）

30万円

　健康・長寿・  
福祉

暮らし
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産業振興

◆給食費無償化　６７１９万円
　（令和4年度から全額補助）

◆２歳児保育料無償化　１２８４万円
　（３歳以上児は令和元年から無償）

◆修学旅行費助成金　８２９万円
　（小学生２万円、中学生５万円を助成）

◆おたふく風邪予防接種助成　５０万円
　（１回2000円を１回5000円に増額）

診
療
所
特
別
会
計

令
和
４
年
度
の
診
療
収
入
の
予
算

は
、
2
億
1
3
5
6
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
2
2
1
0
万
円
（
9
・

3
％
）
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

（
赤
字
補
て
ん
分
）
は
、

3
4
0
7
万
円
で
9
9
6
万
円

（
41
・
3
％
）
の
増
に
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
診
療
件
数
が
大
幅
に
減
っ
て

い
ま
す
。

健
康
対
策
課
か
ら
は
、
今
後
５
年

間
の
診
療
所
の
収
支
計
画
に
つ
い

て
、
右
肩
上
が
り
の
高
い
収
益
目
標

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

診
療
所
特
別
会
計
の
健
全
経
営
に
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

赤
字
は
大
丈
夫
？

ごみステーションまでのごみ出しが困難
な高齢者に、自宅前で戸別収集する仕組み
が検討される。

ピックアップ新年度予算 ピ ッ ク ア ッ プ
新 年 度 予 算 Pickup

new fiscal year budget

子育て世帯にうれしい支援

◆高齢者補聴器購入費助成　３０万円
　（上限３万円）

高齢者が
暮らしやすいまちに

人口減少対策として、子育て世帯の経済的負担を軽減

ごみ出し支援

優良後継牛を確保するためのゲノム（遺
伝情報）に、１頭あたり2000円を補助する。規模拡大や省力化に必要な機械に１／２補助する。

ゲノム検査補助金ブロッコリー産地の広域化・
生産強化総合対策

 5864万円  50万円

名和公園整備工事

 5000万円

令和元年の中学生議
会での提言が、「支え合
いのまち御来屋」との
ワークショップを経て、
「隠岐の島と夕日が見
えるお花見公園」として
リニューアルする。

みんなの声をかたちに

こんな事業も
あるよ
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コロナ禍前の大山御幸コロナ禍前の大山御幸

の

チェックチェックしますします

3月定例会
議

案
質討
疑論

【
西
本
議
員
】塵
芥
処
理

費
手
数
料
の
詳
細
は
。

【
住
民
課
長
】処
理
業
者

が
本
町
の
許
可
を
受
け

た
と
き
に
支
払
う
も
の

で
あ
る
。

　

混
合
粗
大
ご
み
処
理

手
数
料
は
、ご
み
を
持
っ

て
来
た
人
が
支
払
う

も
の
で
、10
㎏
当
た
り

２
１
０
円
な
ど
で
あ
る
。

ご
み
の
処
理

【
大
杖
議
員
】シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
物
件
創
出

事
業
補
助
金
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
な
民
間

事
業
者
に
協
力
を
求

め
る
想
定
か
。

　
ま
た
、空
き
家
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
後
の

運
営
方
法
な
ど
詳
細

は
。

【
企
画
課
長
】活
用
さ

れ
て
な
い
建
物
を
整

備
し
て
、短
期
滞
在
の

受
入
れ
が
で
き
る
個

人
や
団
体
に
対
し
て

支
援
が
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
利
用
計

画
は
、自
立
し
な
が
ら
、

短
期
滞
在
受
け
入
れ

の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
物
件
創
出

【
門
脇
議
員
】フ
ォ
ー
ラ

ム
中
山
の
草
刈
り
作
業

委
託
料
が
減
と
な
っ
て
い

る
が
理
由
は
。

【
地
籍
調
査
課
長
】近
年

の
実
績
を
基
に
積
算
を

し
た
結
果
、昨
年
度
予
算

額
よ
り
減
額
と
な
っ
た
。

草
刈
り
委
託

【
小
谷
議
員
】こ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
、テ
ゴ
テ

ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果

と
課
題
は
。

【
企
画
課
長
】大
人
と
子

ど
も
が
本
町
の
課
題
を

解
決
す
る
と
い
う
切
り

口
で
、人
間
関
係
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

　
課
題
は
、子
ど
も
の
手

助
け
を
し
て
く
れ
る
人

の
育
成
だ
。

【
森
本
議
員
】テ
ゴ
テ
ゴ
ア

カ
デ
ミ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、事
業
概
要
と
委
託

先
の
選
定
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
か
。詳
細
は
。

【
企
画
課
長
】テ
ゴ
テ
ゴ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、小

中
学
生
の
世
代
が
中
心

だ
っ
た
が
、テ
ゴ
テ
ゴ
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
高
校・大

学
生
な
ど
、就
職
前
の
世

代
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

意
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
委
託
先
は
、指
名
審
査

委
員
会
で
選
定
を
す
る

予
定
だ
。

テ
ゴ
テ
ゴ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＆
ア
カ
デ
ミ
ー

令和4年度一般会計予算【
大
森
議
員
】対
象
人
数

が
10
人
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
根
拠
は
。

　
ま
た
、町
内
の
加
齢
性

難
聴
の
人
数
の
把
握
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】他
の

自
治
体
の
例
を
参
考
に

し
て
い
る
。

　

加
齢
性
難
聴
者
に
つ

い
て
は
町
内
の
検
診
で

は
人
数
が
把
握
で
き
な

い
の
で
、正
確
な
人
数
は

わ
か
ら
な
い
。

【
池
田
議
員
】購
入
費
の

２
分
の
１
補
助
で
上
限

3
万
円
と
し
た
根
拠
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】他
の

自
治
体
も
同
様
の
制
度

を
設
け
て
い
る
。

　

本
町
だ
け
が
手
厚
く

補
助
す
る
の
は
難
し
い
。

補
聴
器
購
入
補
助

家
庭
保
育
支
援
給
付
金

【
近
藤
議
員
】ガ
イ
ド
を

生
業
と
し
て
や
っ
て
い
け

る
人
材
育
成
と
い
う
こ

と
だ
が
、外
部
の
人
材
活

用
や
移
住
定
住
施
策
と

も
関
係
す
る
の
で
は
な

い
か
。

　

取
り
組
む
う
え
で
連

携
は
あ
る
の
か
。

【
観
光
課
長
】観
光
課
に

も
、移
住
し
て
き
た
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
い
る
。

　

企
画
課
と
も
連
携
し

な
が
ら
人
材
を
集
め
て

い
き
た
い
。

観
光
ガ
イ
ド
育
成

討
　
論

【
反
対
…
近
藤
議
員
】

　
主
な
事
業
の
な
か
で
最
も
金
額
が
大
き
い
の
は
、学

校
給
食
費
補
助
金
だ
。

　
そ
の
他
、修
学
旅
行
費
の
補
助
や
2
歳
児
の
保
育
料

無
償
化
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。子
育
て
世

代
へ
の
経
済
支
援
は
、年
額
1
億
円
を
超
え
て
い
る
。成

果
を
期
待
し
な
い
の
に
、1
億
円
の
負
担
増
は
重
い
。

　
子
育
て
世
帯
が
増
え
て
い
る
エ
リ
ア
が
あ
る一方
で
、

既
存
集
落
で
は
深
刻
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

格
差
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、住
民
福
祉
の
向
上
を
は

か
る
こ
と
が
行
政
だ
。格
差
に
対
し
て
の
施
策
が
全
く

で
き
て
い
な
い
。

【
反
対
…
大
森
議
員
】

　
少
子
化
対
策
の
た
め
に
2
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
、

修
学
旅
行
費
の
助
成
、学
校
給
食
費
の
全
額
助
成
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、保
護
者
の
負
担
軽
減
に
配

慮
し
た
施
策
と
し
て
、私
は
賛
成
す
る
。

　
補
聴
器
購
入
費
助
成
も
高
齢
者
福
祉
を
さ
ら
に
推
進

す
る
事
業
と
し
て
評
価
す
る
。

　
し
か
し
、同
和
関
連
予
算
に
は
賛
成
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。も
ち
ろ
ん
、差
別
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い

が
、す
で
に
国
を
挙
げ
て
同
和
対
策
事
業
は
取
り
組
ま

れ
、同
和
問
題
は
基
本
的
に
解
決
し
た
状
態
に
あ
る
。

愛着形成に大切な家庭教育愛着形成に大切な家庭教育

【
野
口
議
員
】御
来
屋
駅

の
ト
イ
レ
新
築
工
事
の

設
計
費
や
管
理
費
な
ど

の
項
目
が
見
当
た
ら
な

い
が
詳
細
は
。

【
総
務
課
長
】設
計
な
ど

は
職
員
が
行
う
。小
便
器

1
個
、大
便
器
1
個
の
男

女
共
用
ト
イ
レ
を
男
女

別
々
に
し
、多
目
的
ト
イ

レ
も
つ
く
る
予
定
だ
。

御
来
屋
駅
ト
イ
レ
工
事

利用者に喜ばれるトイレを利用者に喜ばれるトイレを

【
大
原
議
員
】令
和
3
年

度
の
給
付
対
象
者
数
は
。

　

ま
た
、
第
一
子
、
第

二
子
な
ど
、
支
給
対
象

者
の
割
合
は
。

【
こ
ど
も
課
長
】給
付
対

象
者
37
人
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
、
第
一
子

16
人
、
第
二
子
9
人
、

第
三
子
9
人
、
第
四
子

3
人
と
な
っ
て
い
る
。

質
　
疑
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討
　
論

討
　
論

【
反
対
…
門
脇
議
員
】反
対
の
理
由
は
２
つ
あ
る
。改

正
さ
れ
た
条
例
を
適
用
す
る
と
利
用
者
の
負
担
増
に

な
る
こ
と
と
が
ひ
と
つ
。も
う
ひ
と
つ
は
、同
時
に
改

正
す
る
べ
き
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
協
定
の
改

正
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

　
施
設
管
理
は
指
定
管
理
に
な
っ
て
お
り
、町
と
指
定

管
理
者
の
間
で
協
定
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。協
定

書
を
あ
わ
せ
て
改
正
す
べ
き
だ
が
、指
定
管
理
者
と
協

議
を
し
た
の
か
説
明
が
な
い
。議
会
は
行
政
を
チ
ェッ

ク
す
る
責
任
が
あ
る
。条
例
は
行
政
運
営
の
基
本
で

あ
る
。現
在
の
条
例
で
特
に
支
障
な
く
処
理
で
き
る
。

【
反
対
…
小
谷
議
員
】大
山
西
児
童
放
課
後
ク
ラ
ブ
の

移
転
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　
放
課
後
に
子
ど
も
達
が
ど
ん
な
活
動
が
で
き
る
と

よ
い
か
、そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な
場
所
が
必
要
な
の
か
、

ま
ず
は
検
討
が
必
要
だ
。そ
の
検
討
な
し
に
場
所
を

決
め
て
し
ま
う
こ
と
に
納
得
が
で
き
な
い
。町
や
大
人

の
目
線
で
な
く
、子
ど
も
の
目
線
で
真
剣
に
考
え
る
べ

き
だ
。

【
反
対
…
近
藤
議
員
】定
住
促
進
住
宅
に
反
対
す
る
。

今
回
建
て
ら
れ
る
住
宅
は
低
所
得
者
向
け
で
は
な
い
。

　
周
辺
に
は
民
間・町
営
住
宅
合
わ
せ
て
１
０
０
戸
以

上
の
賃
貸
住
宅
が
あ
る
な
か
で
、な
ぜ
新
た
に
大
山

口
に
町
営
住
宅
が
い
る
の
か
。

　
若
者
世
代
が
多
く
流
出
し
て
お
り
、子
ど
も
の
数

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
山
に
こ
そ
、町
営
住
宅
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
豊
議
員
】Ｐ
Ｆ
Ｉ
の

住
宅
事
業
に
つ
い
て
、

変
更
の
理
由
な
ど
詳

細
は
。

　

民
業
圧
迫
の
懸
念

は
な
い
か
。

【
企
画
課
長
】地
権
者

な
ど
に
聞
き
取
り
を

行
っ
た
結
果
、当
初

見
込
ん
で
い
た
場
所

で
進
め
る
こ
と
は
困

難
だ
と
い
う
結
論
に

な
っ
た
。場
所
選
定
を

や
り
直
し
、め
ど
が

立
っ
た
の
で
面
積
の
差

分
を
補
正
す
る
も
の
。

　

物
件
価
格
な
ど
考

慮
し
、家
賃
設
定
が
必

要
だ
。

官
民
連
携
住
宅
建
設（
P
F
I)

誰もが利用しやすい環境を誰もが利用しやすい環境を移設先の旧鳥取銀行大山口支店移設先の旧鳥取銀行大山口支店

【
野
口
議
員
】森
林
経

営
管
理
業
務
の
委
託

料
が
減
額
に
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

　
ま
た
、積
立
金
５
０

６
万
円
増
額
の
詳
細

は
。

【
農
林
水
産
課
長
】森

林
所
有
者
の
意
向
調

査
と
経
営
管
理
の
計

画
作
成
を
予
定
し
て

い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
説
明
会
な

ど
の
実
施
を
見
送
っ

た
た
め
。

　

森
林
環
境
譲
与

税
が
6
万
円
増
額

と
、委
託
料
の
減
額
分

５
０
０
万
円
を
基
金

に
積
立
て
る
も
の
。

森
林
経
営
管
理

【
西
本
議
員
】移
設
前
と

面
積
規
模
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。こ
の
移
転

は
、将
来
に
別
の
新
し
い

施
設
を
建
て
る
ま
で
の

暫
定
的
な
対
応
か
。

【
こ
ど
も
課
長
】暫
定
的

な
も
の
で
は
な
く
、大
山

西
児
童
放
課
後
ク
ラ
ブ

の
今
後
の
活
動
拠
点
と

し
て
考
え
て
い
る
。

【
小
谷
議
員
】新
年
度
、子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

を
検
討
す
る
事
業
も
計

画
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

な
ぜ
、そ
の
前
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
移
設
な
の
か
。

【
こ
ど
も
課
長
】年
度
が

変
わ
り
新
入
生
の
子
ど

も
た
ち
も
入
っ
て
く
る
。

　

利
用
者
の
1
番
多
い

夏
休
み
に
合
わ
せ
て
開

設
で
き
る
よ
う
に
考
え

て
、補
正
計
上
し
て
い
る
。

【
門
脇
議
員
】公
共
交
通

機
関
と
は
、Ｊ
Ｒ・
民
間

バ
ス・デ
マ
ン
ド
バ
ス
以

外
に
対
象
は
あ
る
か
。

　
あ
わ
せ
て
、1
万
円
を

上
限
と
し
て
い
る
が
、過

去
3
年
間
で
1
万
円
を

超
え
る
助
成
金
を
交
付

し
た
件
数
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
に
も
と
づ

い
た
公
共
交
通
機
関
を

対
象
と
す
る
。Ｊ
Ｒ・路

線
バ
ス・デ
マ
ン
ド
バ
ス・

タ
ク
シ
ー
な
ど
で
あ
る
。

　
過
去
3
年
間
で
1
万

円
を
超
え
る
交
付
は
な

い
。

障
が
い
者
通
院
通
所
費
用
の
助
成

ふ
れ
あ
い
倶
楽
部

照
明
使
用
料
に
関
す
る
条
例
改
正

大
山
西
児
童
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
移
設

条例改正令和3年度一般会計補正予算

照明がLED化された上屋付き広場照明がLED化された上屋付き広場宅地が増え続ける大山口駅前宅地が増え続ける大山口駅前

質
　
疑

質
　
疑

【
近
藤
議
員
】5
人
以

上
の
世
帯
に
つ
い
て

優
先
的
に
町
営
住
宅

に
入
れ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、例
え
ば
血
縁

関
係
の
な
い
人
た
ち

で
も
、優
先
的
に
入
居

が
可
能
に
な
る
の
か
。

　

5
人
以
上
の
世
帯

を
優
先
的
に
入
居
を

さ
せ
る
根
拠
は
。

【
建
設
課
長
】県
条
例

に
準
じ
て
今
回
改
正

を
行
っ
て
い
る
。本
町

と
し
て
も
同
様
の
扱

い
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
同
居
で

き
る
世
帯
に
つ
い
て

は
、血
縁
関
係
の
み
を

対
象
と
考
え
て
い
る
。

町
営
住
宅
条
例
改
正

【
西
本
議
員
】し
尿
処

理
量
と
世
帯
数
の
現

状
は
。　
ま
た
、今
後

の
本
町
の
処
理
に
関

し
て
、ど
の
よ
う
な
方

向
性
を
考
え
て
い
る

か
。

【
住
民
課
長
】処
理
量

は
令
和
2
年
度
実
績

で
１
１
０
１
㎘
で
あ
る
。 利

用
世
帯
数
は
お
よ

そ
６
０
０
世
帯
で
、前

回
条
例
改
正
を
し
た

平
成
27
年
と
比
べ
る

と
18
％
減
少
し
て
い

る
。

　
今
後
、減
少
し
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

し
尿
処
理
単
価
の
改
正
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一目一目ででわかるわかる審議結果審議結果
○主な議案

氏　　名
議　　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聰

野
口
俊
明

結
果

1 月臨時会
大山町光ファイバーネットワーク施設の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例について

欠

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成14人
可決

公の施設の指定管理者の指定について(大山町南
光河原駐車場) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成14人

可決

令和３年度大山町一般会計補正予算(第１1号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成14人
可決

令和３年度大山町水道事業会計補正予算(第5号) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 賛成14人
可決

3 月定例会
令和３年度大山町一般会計補正予算（第12号）

1億4830万4000円（1.1%増額）
放課後児童クラブ事業（大山西児童クラブの用地
取得および移転にかかる改修工事一式）など

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 欠 〇 賛成１0人
可決

ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議につ
いて 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 賛成１３人

可決

大山町営住宅条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

大山町ふるさとフォーラムなかやまふれあい倶楽部条例
の一部を改正する条例について
照明使用料についての改正

〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 賛成１3人
可決

大山町新型コロナウイルス感染症対策資金利子補助基金
条例の一部を改正する条例について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

大山町種原辺地に係る総合整備計画の策定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

大山町神田・渡道辺地に係る総合整備計画の策定
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

大山町未来づくり10年プラン（大山町総合計画）の
「基本計画」の改訂について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

大山町過疎地域持続的発展計画の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

令和４年度大山町一般会計予算
110億円（11.2%増額）
学校給食費補助金、修学旅行費助成金、グリーン
スローモビリティ実証実験委託料など

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 〇 〇 賛成１2人
可決

令和４年度大山町後期高齢者医療特別会計予算
2億6015万円(13.0%増額） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 賛成１4人

可決

損害賠償の額を定めることについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致
可決

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情 × 〇 × × × × × × 〇 〇 × 〇 × × × 賛成４人

不採択

令和4年度水田活用の直接支払交付金に関する意
見書の提出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 全会一致

可決

○は賛成、×は反対あるいは保留

３月定例会……条例（6件）、計画（2件）、令和４年度予算（12件）、令和３年度補正予算（12件）、
契約の締結（１件）、その他（1件）

議案の議決は、米本隆記議長を除く１５人で行います。

○その他の全会一致で可決した議案

令 和 ４ 年 度 予 算 審 査 特 別 委 員 会

特
別
委
員
会
で
審
査

　
新
年
度
予
算
議
案
は
、
議
員
全
員
に
よ
る

予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
予
算

審
査
特
別
委
員
会
は
３
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
新
年
度
事
業
の
予
算
を
細
か
く

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
の
特
別
委
員
会
は
６
日
間
の
審
査
を

行
い
、
３
月
17
日
、
予
算
議
案
全
て
を
可
と

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

順
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
収
入

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
こ
の
10

年
で
最
大
の
１
１
０
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
４
割
以
上
は
国
か
ら
の
交
付
税
収

入
で
す
が
、
４
年
度
は
、
３
年
度
の
実
績
も

ふ
ま
え
、
５・
３
％
増
の
48
億
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
）
収
入
が
順
調
に
伸
び
て
お
り
、
令

和
３
年
度
に
比
べ
５
０
０
０
万
円
増
の
４
億

円
の
収
入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
歳
出
の
性
質
別
で
最
も
額
が
大
き
い
の
が

人
件
費
22
億
３
７
４
２
万
円
（
構
成
比
20
・

３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

110

105

100

95

90

0

億円

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R 元 R2 R3 R4

参 考 当初予算の推移

この10年
で最大

一般会計予算総額一般会計予算総額はは

　 　 110億110億円円

1 月臨時会
3 月定例会
提出議案

審議結果はこちら
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みなさんからのみなさんからの  陳 情陳 情  はこうなりましたはこうなりました

題名 提出者 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

「最低賃金の改善と
中小企業支援の拡
充を求める意見書」
の採択を求める陳情

鳥取市末広温泉町
　
鳥取県労働組合総連合
　議長　田中 暁

（総務常任委員会）
（採択とする意見）
　労働者の賃金が下落している実態があ
る。最低賃金は上昇しているが、そのテン
ポは遅い。
　世界の平均は1200円程度であり、
1500円を目指して取り組むべきだ。
　国内で地域格差があるので、なくす必要
がある。
（不採択とする意見）
　全国一律の最低賃金とすることは、地域
によって物価が異なる現状においては、結
果として不公平が生じる。
　また、財源として、防衛費の削減や企業
の内部留保に対する課税を提言している
が、厳しい国際情勢を考慮すると採択する
ことはできない。
(結　果)
　採決の結果、採択２、不採択２となったた
め、大山町議会委員会条例第15条第1項の
規定により、不採択とすべきものと決した。

不採択

3 月定例会で審査した陳情の採決結果を報告します。

討 

論

賛 

成 

大
森
議
員

　
労
働
者
の
最
低
賃
金
を
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
一
律
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
者
ひ

い
て
は
国
民
全
体
の
賃
金
を
上
げ

る
こ
と
に
な
る
。
賃
金
が
上
が
れ

ば
、
国
民
の
消
費
購
買
力
が
上
が

る
。
消
費
購
買
力
が
上
が
れ
ば
企

業
の
生
産
力
が
上
が
り
、
経
済
の

好
循
環
が
生
ま
れ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
悪
影
響
を
受
け
や

す
い
の
が
中
小
企
業
で
あ
る
。
中

小
企
業
に
は
、
国
が
引
き
上
げ
に

見
合
っ
た
助
成
金
を
支
給
し
た
り
、

企
業
の
負
担
増
と
な
る
社
会
保
険

料
の
一
部
負
担
を
行
う
。

　
そ
の
財
源
と
し
て
、
年
々
膨
張

し
て
い
る
防
衛
費
の
削
減
と
、
今

や
４
６
０
兆
円
を
超
え
る
大
企
業

の
内
部
留
保
や
積
立
金
に
課
税
し

て
負
担
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
さ
ら
に
は
、
大
企
業
は
下
請
け

企
業
に
公
正
で
適
正
な
単
価
取
引

を
す
る
よ
う
提
言
す
る
。
大
企
業

に
負
担
を
求
め
る
と
海
外
で
出
て

い
く
と
い
う
の
は
、
安
い
賃
金
を

求
め
て
い
く
と
い
う
の
が
、
最
大

の
理
由
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
陳
情
の
と
お
り
、
国
が
中

小
企
業
へ
最
大
限
の
支
援
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並

の
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
を

め
ざ
し
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金

制
度
を
確
立
し
、
循
環
型
の
地
域

経
済
を
確
立
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
と
り
わ
け
今
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
中

小
企
業
を
救
済
し
、
最
低
賃
金
並

み
で
働
く
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
支
援
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
ぜ
ひ
、
政
府
や
最
低
賃
金
審
議

会
へ
こ
の
陳
情
を
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

賛 

成 

近
藤
議
員

　
鳥
取
県
は
、
全
国
で
最
も
低
い

ほ
う
の
最
低
賃
金
で
あ
る
。

　
や
は
り
、
世
界
で
は
ロ
シ
ア
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
す
る
中
で
、

世
界
的
な
経
済
不
安
が
拡
が
っ
て

い
る
。

　
円
安
が
進
む
中
で
、
今
後
ま
す

ま
す
物
価
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
。

　
県
民
の
暮
ら
し
、
町
民
の
暮
ら

し
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
最
低
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
求
め
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

反 

対 

豊
議
員

　
ま
ず
、
第
一
点
と
し
て
、
ロ
シ
ア
側
で
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
で
も
な
い
立
場
で
あ
る
。

　

反
対
の
一
番
の
理
由
と
し
て
は
、
我
々
、

地
方
議
員
と
い
う
の
は
、
海
外
の
情
報
を
一

次
情
報
と
し
て
拾
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
を
介
し
て
の

情
報
で
し
か
拾
え
て
い
な
い
。

　
戦
争
の
際
に
は
、
特
に
情
報
に
バ
イ
ア
ス

が
か
か
る
こ
と
が
常
だ
。

　
私
は
数
年
前
、
そ
う
い
う
い
ざ
こ
ざ
が
起

こ
っ
て
い
る
海
外
に
実
際
に
行
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
現
地
の
数
人
と
話
を
し
て
、
そ
れ
で

実
際
に
日
本
で
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
正

し
い
か
ど
う
か
確
認
を
し
て
き
た
。
そ
の
際

日
本
と
は
、
全
く
逆
の
報
道
を
し
て
い
た
。

　
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
戦
争
が
起
こ
っ
た

り
拡
大
し
た
り
す
る
時
に
は
、
ほ
ぼ
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
が
行
わ
れ
、
世
論
形
成
が
さ
れ
る
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
も
ほ
と
ん
ど
海
外
の
メ

デ
ィ
ア
の
流
用
で
あ
り
、全
て
を
戦
争
に
行
っ

て
裏
を
取
っ
て
報
道
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
推
察
さ
れ
る
。

　
議
員
の
中
で
、
諜
報
員
を
雇
っ
て
海
外
の

情
報
を
把
握
し
て
い
る
と
か
、
専
門
家
へ
の

聞
き
取
り
を
し
て
い
る
な
ら
分
か
る
が
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
今
回
の
こ
と
の
よ
う
に
、

他
国
の
こ
と
に
安
易
に
口
を
出
す
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
。

賛 

成 

大
森
議
員

　
い
ろ
い
ろ
な
新
聞
・
テ
レ
ビ
・
ネ
ッ
ト
な

ど
の
情
報
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
や
は

り
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
侵
略
は
明
ら

か
で
は
な
い
か
と
判
断
す
る
。

　
今
、
こ
う
し
て
い
る
間
に
も
攻
撃
や
爆
撃

が
起
こ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
核
兵
器
の
使
用
す

る
と
威
嚇
ま
で
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
決
議
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
完

全
な
国
連
憲
章
や
国
際
法
へ
の
重
大
な
違
反

だ
と
考
え
る
。

　
今
は
、
国
際
世
論
で
ロ
シ
ア
を
包
囲
す
る

こ
と
が
最
も
重
要
だ
と
思
う
。

発
議「
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

を
非
難
す
る
決
議
」

を
可
決

　
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

侵
略
を
開
始
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
各
地
で
軍
事

施
設
の
み
な
ら
ず
、
都
市
へ
の
軍
事
攻
撃
に

よ
っ
て
テ
レ
ビ
塔
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
破
壊

し
、
市
民
の
命
ま
で
も
多
数
奪
っ
て
い
る
。

　
ロ
シ
ア
の
一
連
の
軍
事
行
動
は
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
お
よ
び
領
土
の
一
体
性
を
侵
害

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
平
和
の
う
ち
に
生

存
す
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
武

力
に
よ
る
威
嚇
お
よ
び
武
力
の
行
使
を
禁
ず

る
国
連
憲
章
の
重
大
な
違
反
で
あ
る
。

　
罪
な
き
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
が
ロ
シ
ア
軍
に

よ
っ
て
命
を
奪
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
強
い

憤
り
と
悲
し
み
を
覚
え
る
。

　
ま
た
、
核
兵
器
廃
絶
・
平
和
の
町
を
宣
言

し
て
い
る
大
山
町
に
と
っ
て
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
核
兵
器
の
使
用
を
ほ
の
め
か
す
発
信

は
、
言
語
道
断
で
あ
る
。

　
武
力
に
よ
る
現
状
変
更
は
、
２
度
の
世
界

大
戦
の
教
訓
の
上
に
築
か
れ
た
戦
後
の
国
際

秩
序
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。

　
よ
っ
て
、
大
山
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
断
じ
て
許
さ
ず
、
す

ぐ
に
武
力
攻
撃
を
中
止
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
無

条
件
撤
退
を
強
く
こ
こ
に
求
め
る
。

討 

論

　

令
和
４
年
度
の
交
付
金
適
用
ル
ー

ル
の
見
直
し
に
よ
り
、
生
産
現
場
で

の
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
以
下

の
要
望
の
意
見
書
を
提
出
す
る
。

１
．
潅か
ん

水す
い

設
備
（
畦け
い

畔は
ん

等
）
を
有
し
、

用
水
供
給
設
備
を
有
し
て
い
る
農
地

に
関
し
て
は
、
令
和
８
年
度
ま
で
に

水
張
り
が
行
な
わ
れ
な
く
て
も
交
付

対
象
水
田
と
す
る
こ
と
。

２
．
戦
略
作
目
な
ど
の
本
作
化
に
向

け
取
り
組
ん
だ
た
め
に
、
交
付
対
象

水
田
と
な
ら
な
か
っ
た
農
地
及
び
水

田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
適
用

ル
ー
ル
の
厳
格
化
に
よ
り
除
外
さ
れ

た
農
地
に
関
し
て
は
、
別
途
、
財
政

的
支
援
を
設
け
る
こ
と
。

提
出
先

　
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務
大
臣

　
農
林
水
産
大
臣

「
令
和
４
年
度
水
田
活
用
の
直
接
支
払

交
付
金
に
関
す
る
意
見
書
」を
国
へ
提
出
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の活動常任委員会
3月定例会

総務 常任委員会教育民生 常任委員会

名和公園改修整備大山西放課後児童クラブ移転先を視察

夕日が見えるお花見公園旧鳥取銀行大山口支店

　3月7日、8日、10日、
11日の4日間、所管す
る各課から令和4年度
当初予算について説明
を受け、陳情について
も審査した。
　10日には、リニュー
アル予定の名和公園、
ふれあい倶楽部の新し
い遊具や改修予定のト
イレなど、11日には大
山西放課後児童クラブ
予定地の旧鳥取銀行
大山口支店へ行き視察
を行った。

　3月7日から8日、9日、
11日の4日間、所管する
各課から令和4年度一
般会計予算ほか事業の
説明を受け審査した。
　11日は大山西放課
後児童クラブ予定地や、
外壁などを改修予定の
大山小学校の体育館、
技術棟などを改築す
る名和中学校、検索用
データベースを導入し
ている町立図書館など
の視察を行い、現状と
今後の対応を確認した。

大山みんなで応援券

固定資産税

地域自主組織

消防署改修費

コンビニ交付

トレセンの雨漏り対策

多様性の尊重

受診率の向上へ

オンライン英会話

子宮頸がんワクチン

企画課

税務課

企画課

総務課

住民課

社会教育課

福祉介護課

健康対策課

幼児・学校教育課

こども課

Q大山みんなで応援券の利用
先の割合は。

Aお食事99％、宿泊1％であっ
た。

　今後は商工会のアンケートを
参考にする。

Q令和3年度の家屋の新築状況
は。

A新築状況は、住宅・アパートが
45棟、工場・店舗などが17棟
であった。

タクシー助成事業

企画課

Q利用者数が増加した理由は。
A近距離でのデマンドバス利用

者が、タクシー助成の利用へ
移行したため。

令和 4 年度予算

財務課

Q予算において、交付税（国から
のお金）が占める割合は。

A110億の歳入のうち、地方交
付税45億で特別交付税を合
わせると48億となり43％を
占める。

Qまちづくり活性化交付金は組
織間の差が大きいと認識して
いるが。

A運営補助金3000万円や基金
のあり方、使い方について意
見を集約して検討・明文化す
る。

Q西部広域行政管理負担金
450万円増の理由は。

A大山消防署に女性職員が勤
務できるようにする。

　今後、各消防署を改修する。

Qコンビニ交付サービスの概要
は。

A令和5年1月頃からコンビニ
で住民票と印鑑証明書が、い
つでも取得できるようになる
予定だ。　

Q大山農業者トレーニングセン
ター屋根塗装工事の詳細は。

A雨漏り箇所を確認し、防水処
理箇所の特定の後、防水処理
と屋根保護のために塗装を行
うものである。

Qパートナーシップ制度導入の
計画は。

A本町でも、同性同士のカップ
ルを婚姻に相当する関係と認
めて対応することを検討して
いるが、詳細はまだこれから
である。

Qコロナ禍で下がっている受診
率をどのように上げていくか。

A胃がん検診の広域化や人間
ドック助成金を令和4年度から
増額して受診勧奨を進める。助
成額を40歳は3万5000円、41
歳~74歳は2万円へ増額する。

Qオンライン英会話事業の概要
は。

A令和4年度から英会話講師と
1対1でつながり、能力に応じ
た英会話を体験できるように
する。小学５年生から中学３年
生が対象である。

Q子宮頸がんワクチン勧奨の詳
細は。

A主な対象年齢は小学6年生
から高校1年生までの女性で、
保護者宛に案内を送る予定だ。
役場窓口へ来てもらえば予診
票を配布する。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担し、より詳細な審査を行っています。
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経済建設 常任委員会

ふれあい倶楽部を視察

上屋付多目的広場のトイレ

　３月7日から１４日まで
所管する各課から説明
を受け審査した。
　９日には、工事が完了
したふれあい倶楽部の
遊具、改修予定である上
屋付多目的広場のトイ
レ、財務課から農林水産
課に所管変更となった
中山活性化センター、ナ
ラ枯れ対策の機材置き
場となる旧林業振興セ
ンターなどを視察した。
　また、１０日には特別
委員会への報告をまと
めた。

町営住宅条例の改正 ガイド育成事業

建設課 観光課

Q新たに追加される対象世帯と
は。

A優先的に入居させることので
きる世帯に多子多人数世帯・
妊婦のいる世帯など、子育て
世帯の支援を目的とした項目
を追加する。

Q事業内容は。
Aガイド育成する事業者を支援す

ることで持続可能な観光地域づ
くりを推進し、新たな産業の構
築を目指す。育成対象者の年齢
は不問で、アウトドアアクティビ
ティのみに限るものではない。

ふれあい倶楽部トイレ改修

地籍調査課

Qどのように改修されるのか。
A現在は男女共用トイレである

が、男女別や和式から洋式な
どに改修する。

　詳細は、これから利用者や建
設課と協議し決めていく。

米価下落影響緩和支援

農林水産課

Q支援対象米は。申請がまだの
農家はあるのか。

A出荷販売した稲作農家で、品
種・産年・生産者などを記した
農産物検査証のあるものが支
援の対象である。今後、大規
模農家の出荷分が見込まれる。

ムラサキウニ被害

農林水産課

Q被害の内容と駆除者は。
A藻をエサとするウニの増加に

よる急激な藻場衰退の拡大
を防ぐ。県が漁協に委託し、漁
業者やボランティアダイバー
が駆除を行う。

あなたの声声を町政町政に

13 人が町長・教育長・農業委員会長
に一般質問を行いました。

議事録は議会事務局や議会ホームページで閲覧できます。

ページ 質　問　事　項 質問議員

18
１．不登校・ひきこもり支援は
２．小中学校・保育園の新型コロナウイルス対応は 杉谷　洋一

19
１．オンライン授業の導入を
２．乳ガン自己検診手袋配布で関心率の向上を 池田　幸恵

20
１．奨学金返還支援等の拡充について
２．窓口対応と研修について 門脇　輝明

21
１．憲法を生かした子育て・教育政策をさらに
２．国民健康保険税の引き下げを 大森　正治

22
１．大山の「日本遺産」を活かす取り組みは
２．地域包括システムの更なる推進は 吉原　美智恵

23
１．役場職員の働きやすさについて
２．本町の新型コロナウイルス対応について 豊　哲也

24
１．若手職員の育成について
２．地域おこし協力隊などの活用方針について 小谷　英介

25
１．ゴミ問題を解決して収益化しないか
２．少子化対策の明確な目標値は 西本　憲人

26
１．これからのまちづくりについて
２．除雪機の補助金について 近藤　大介

27
１．家庭保育支援給付金事業について
２．耕畜連携推進事業について 大原　広巳

28
１．令和4年度予算がえがく本町のビジョンは 森本　貴之

１．空き家対策について 島田　一恵

29 １．農地は、農業はどう守る 野口　俊明

◆一般質問とは◆一般質問とは
　議員の日常活動と調査研究、住民の声や
自身の考え方をもとに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

　お持ちのスマホやタブレットから、
QRコードを読み込むと、各議員の質問を
YouTube 動画でご視聴いただけます。

海藻を食い荒らすウニ海藻を食い荒らすウニ
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池田　幸恵  議員池田　幸恵  議員

オンライン授業の導入を

見極めながら進めていきたい教育長

【
池
田
】
乳
が
ん
受
診
率

向
上
に
向
け
A
I
（
人

工
知
能
）
導
入
し
て
い
る

が
、
受
診
し
な
い
要
因
の

調
査
は
。

【
町
長
】
行
な
っ
て
い
る
。

受
診
し
な
い
理
由
と
し
て

は
、
時
間
が
合
わ
な
い
・

行
く
の
が
面
倒
な
ど
で
あ

る
。

【
池
田
】
30
～
40
代
へ
の

受
診
促
進
や
早
期
発
見
の

た
め
に
も
、
健
診
や
自
己

検
診
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
。

【
町
長
】
子
ど
も
の
健
診

時
で
の
チ
ラ
シ
の
配
布
や
、

検
診
受
診
時
に
啓
発
を
し

て
い
る
。

　
自
己
検
診
手
袋
の一
度

の
配
布
で
は
、
意
識
づ
け

乳
が
ん
自
己
検
診
手
袋
配
布
を

町長

前
向
き
に
検
討
す
る

【
池
田
】
教
室
以
外
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
法
は
。

【
教
育
長
】
体
育
・
理
科
・

社
会
科
な
ど
の
授
業
で
活

用
し
て
い
る
。

【
池
田
】
持
ち
帰
り
は
、

町
内
の
学
校
で
同
時
取
り

組
み
か
。

【
教
育
長
】
全
校
で
は
な

く
順
番
を
決
め
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
池
田
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の

休
校
時
や
長
期
欠
席
児
童

へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
配

信
を
考
え
て
い
な
い
か
。

【
教
育
長
】
児
童
生
徒
の

姿
が
ネ
ッ
ト
上
に
流
出
す

る
可
能
性
が
あ
る
な
ど
、

い
く
つ
か
の
懸
念
事
項
が

考
え
ら
れ
る
。

【
池
田
】
受
験
前
の
自
由

登
校
の
10
日
間
に
、
生
徒

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
持
ち
帰

り
を
し
た
時
の
状
況
は
。

【
教
育
長
】
朝
礼
と
終
わ

り
の
会
や
個
別
の
相
談
に

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
。

【
池
田
】
学
校
に
登
校
で

き
な
い
児
童
生
徒
の
つ
な

が
り
の
手
段
と
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
は
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
通
じ
て
友
達
や
先
生
と

の
つ
な
が
り
は
、
子
ど
も

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

タブレット活用が進む教室

関心を持ってほしい

は
難
し
く
効
果
が
薄
い
と

考
え
る
。

【
池
田
】
子
ど
も
を
持
た

な
い
と
対
象
か
ら
外
れ
る
。

　
受
診
時
で
は
な
く
、
そ

の
前
の
段
階
に
配
布
さ
れ

る
健
診
の
し
お
り
で
の
啓

発
が
大
切
で
は
な
い
の
か
。

　
受
診
し
な
い
理
由
に
も

あ
る
よ
う
に
、
先
ず
は
関

心
を
高
め
る
た
め
に
都
合

の
良
い
時
間
に
使
用
で
き

る
手
袋
の
配
布
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
前
向
き
に
検
討

す
る
。

小中学・保育園の
　　　　コロナ対策は

杉谷　洋一  議員杉谷　洋一  議員
情報共有と
　　振り返りや検証をしている教育長

【
杉
谷
】
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
推
移
は
。　

【
教
育
長
】
平
成
30
年
ま

で
は
増
加
し
、
令
和
元
年

以
降
は
横
ば
い
で
推
移
し

て
い
る
。

　
近
年
小
学
校
で
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。

【
杉
谷
】
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
指
導
は
。

【
教
育
長
】
学
校
と
家
庭

が
連
携
し
な
が
ら
、
学
校

復
帰
に
向
け
て
適
切
な
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

【
杉
谷
】
不
登
校
の
原
因

把
握
と
改
善
方
法
の
取
り

組
み
は
。

【
教
育
長
】
原
因
把
握
は

難
し
く
、
学
校
・
家
庭
・

関
係
機
関
で
、
試
行
錯
誤

を
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

の
内
面
の
課
題
や
原
因
を

不
登
校・ひ
き
こ
も
り
支
援
は

教育長

学
校
と
家
庭
の
連
携
を

【
杉
谷
】
小
中
学
校
・
保

育
園
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
は
。

【
教
育
長
】
毎
朝
、
自
宅

で
検
温
や
体
調
管
理
を
行

い
、
学
校
で
は
手
洗
い
・

正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
・

給
食
時
の
黙
食
や
消
毒
・

換
気
な
ど
、
感
染
予
防
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
杉
谷
】
感
染
に
と
も
な

う
休
校
時
の
家
庭
対
策
は
。

【
教
育
長
】
学
習
プ
リ
ン

ト
な
ど
宿
題
を
出
し
家
庭

で
の
学
習
時
間
を
確
保
し

て
い
る
。
現
在
、タ
ブ
レ
ッ

ト
の
持
ち
帰
り
に
よ
る
実

証
実
験
を
行
い
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
た
家
庭
学

習
を
考
え
て
い
る
。

【
杉
谷
】
休
校
に
と
も
な

う
授
業
の
遅
れ
と
学
力
低

下
対
策
は
。

【
教
育
長
】
授
業
の
遅
れ

は
最
小
限
に
収
ま
っ
て
い

る
。
休
校
の
学
校
に
対
し

対
策
を
指
示
し
て
い
る
。

【
杉
谷
】
今
ま
で
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

検
証
は
。

【
教
育
長
】
学
校
・
保
育

園
で
は
、
常
に
情
報
共

有
と
振
り
返
り
や
検
証
を

行
っ
た
た
め
、
施
設
内
感

染
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。

早くマスクのない授業を

元気に集団登校

究
明
し
改
善
し
て
い
き
た

い
。

【
杉
谷
】
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
進
路
指
導
は
。

【
教
育
長
】
当
該
生
徒
の

思
い
や
実
情
に
あ
っ
た
進

路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

進
学
先
が
、
自
分
の
力
を

出
し
切
れ
る
学
校
で
あ
る

か
が
重
要
で
あ
る
。　
　

【
杉
谷
】
家
庭
内
学
習
の

支
援
と
家
庭
の
連
携
は
。

【
教
育
長
】
児
童
・
生
徒

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

何
が
必
要
か
を
協
議
し
進

め
た
い
。

動画はこちらから 動画はこちらから
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奨学金返還支援制度の
拡充を

門脇　輝明  議員門脇　輝明  議員
ニーズを調査し
　　拡充の方向を考える町長

大森　正治  議員大森　正治  議員

入学費用や
　　　教材費の補助を

【
門
脇
】
接
遇
研
修
の
計

画
と
実
行
は
。
ま
た
窓
口

対
応
な
ど
に
対
す
る
苦
情

は
何
件
か
。

【
町
長
】
鳥
取
県
職
員
人

材
開
発
セ
ン
タ
ー
の
研
修

な
ど
を
利
用
し
て
研
修
を

行
っ
て
い
る
。

 

独
自
の
接
遇
研
修
も
平

成
30
年
度
に
実
施
を
し
た
。

前
回
か
ら
３
年
経
過
し
た

の
で
、
令
和
４
年
度
以
降

に
実
施
を
検
討
し
た
い
。

 

苦
情
は
令
和
元
年
度
以

降
12
件
だ
。

【
門
脇
】
課
長
で
あ
ろ
う

が
、
昨
日
採
用
さ
れ
た
人

で
あ
ろ
う
が
、
窓
口
に
立

て
ば
町
の
顔
だ
。

　
全
て
の
職
員
が
、
研
修

を
受
け
ら
れ
る
体
制
は
で

き
な
い
か
。

接
遇
研
修
の

　
　
　
計
画
と
実
施
は

町長

町
民
の
た
め
に
な
る

　
　
研
修
体
制
を
作
り
た
い

【
門
脇
】
令
和
３
年
度
か

ら
始
め
た
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
の
拡
充
を
提
案
す

る
。

　
具
体
的
に
は
正
規
雇
用

と
い
う
条
件
は
必
要
な
い

の
で
は
。

　
ま
た
農
協
や
漁
協
の
組

合
員
、
商
工
会
の
会
員
を

正
規
雇
用
と
み
な
し
て
は
。

【
町
長
】
始
ま
っ
た
ば
か

り
の
制
度
で
、
利
用
が
少

な
い
状
況
だ
。

　
ど
こ
に
ニ
ー
ズ
が
あ
っ

て
、
ど
う
し
て
い
け
ば
、

よ
り
活
用
、
あ
る
い
は
、

本
町
に
戻
っ
て
く
る
人
が

増
え
る
の
か
調
査
し
、
拡

充
の
方
向
性
を
考
え
る
。

【
門
脇
】
今
年
度
の
状
況

は
現
時
点
で
、
応
募
の
数

は
何
人
か
。

【
町
長
】
今
年
度
の
申
請

は
１
件
だ
。

【
門
脇
】
条
件
が
厳
し
い

か
ら
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
条
件
を
緩
和
し

て
も
Ｕ
タ
ー
ン
数
が
増
え

な
け
れ
ば
、
申
請
も
増
え

な
い
と
考
え
る
。

【
門
脇
】
Ｕ
タ
ー
ン
の
人

数
が
増
え
る
よ
う
に
、
支

援
制
度
が
つ
く
ら
れ
た
の

で
は
。

【
町
長
】
考
え
て
い
る
方

向
性
は
同
じ
だ
。

　
今
後
ニ
ー
ズ
な
ど
も
聞

き
取
り
、
制
度
設
計
し
て

い
き
た
い
。

希望の持てる支援を

町民と心のつながる窓口に

【
町
長
】
年
次
的
に
、
何

年
か
に
１
回
は
受
け
な
さ

い
と
い
う
よ
う
な
計
画
は

十
分
に
で
き
る
と
思
っ
て

い
る
。

　
接
遇
だ
け
で
は
な
い
が
、

職
員
に
研
修
を
し
っ
か
り

受
け
て
も
ら
う
。
接
遇
の

向
上
も
し
か
り
、
例
え
ば
、

政
策
立
案
能
力
を
高
め
て

い
く
な
ど
、
町
民
の
た
め

に
な
る
役
場
を
目
指
し
て
、

職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
け
る
よ
う
な
研

修
体
制
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

検討し進めていく町長

【
大
森
】
国
保
税
の
負
担

は
重
い
。
協
会
け
ん
ぽ
と

比
べ
て
も
２
倍
の
負
担
だ
。

世
帯
・
家
族
数
に
応
じ
て

か
か
る
平
等
割
・
均
等
割

の
算
定
方
法
が
高
負
担
の

一
要
因
で
あ
る
。

　
国
保
税
一
人
当
た
り
の

直
近
の
平
均
額
は
。

【
町
長
】
10
万
2
6
5
9

円
で
、
県
内
19
市
町
村
中

９
番
目
に
少
な
い
。

【
大
森
】
国
保
加
入
者
の

負
担
を
軽
減
し
な
い
か
。

【
町
長
】
国
保
基
金
や
繰

越
金
を
活
用
し
た
保
険
税

引
き
下
げ
は
検
討
す
る
。

【
大
森
】
高
校
生
以
下
の

子
ど
も
の
均
等
割
を
廃
止

し
て
、
子
ど
も
の
い
る
世

帯
の
負
担
軽
減
を
検
討
し

な
い
か
。 国

民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　
　
引
き
下
げ
を

町長

基
金
な
ど
の

　
　
活
用
で
検
討
す
る

【
大
森
】
竹
口
町
政
は
、

子
育
て
政
策
と
し
て
学
校

教
育
で
も
保
護
者
負
担

の
軽
減
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
結
果
的
に
憲
法

26
条
義
務
教
育
の
無
償
化

の
実
現
で
あ
る
。
今
後
も

努
力
し
て
ほ
し
い
。

　
入
学
時
の
費
用
や
教
材

費
の
補
助
を
検
討
し
な
い

か
。

【
町
長
】
こ
ど
も
課
で
ま

と
め
た
「
少
子
化
対
策
の

ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
も
と
に
、

入
学
時
の
費
用
や
教
材
費

も
含
め
て
、
ど
ん
な
方
策

が
い
い
か
検
討
し
進
め
て

い
く
。

【
大
森
】
入
学
時
の
費
用

は
い
く
ら
か
。

【
教
育
長
】
小
学
校
で
約

３
万
３
０
０
０
円
。

　
中
学
校
で
は
約
４
万
７

０
０
０
円
で
あ
る
。

【
大
森
】
今
後
教
育
の
無

償
化
へ
の
具
体
策
は
。

【
町
長
】
い
ま
明
言
で
き

る
も
の
は
な
い
。
た
だ
、

外
国
と
比
べ
て
、
日
本
は

子
育
て
・
教
育
の
高
負
担

が
課
題
な
の
で
、
本
町
で

は
子
育
て
負
担
軽
減
の
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
く
。 入学時には費用負担が大きい

国保で運営する診療所

【
町
長
】
制
度
と
し
て
均

等
割
は
廃
止
で
き
な
い
が
、

子
育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽

減
は
少
子
化
対
策
や
定
住

対
策
と
し
て
理
解
で
き
る
。

【
大
森
】
子
ど
も
の
均
等

割
の
負
担
を
な
く
し
た
場

合
の
町
の
財
政
負
担
は
ど

れ
だ
け
か
。

【
町
長
】
約
１
１
０
０
万

円
の
試
算
と
な
る
。

動画はこちらから 動画はこちらから
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吉原 美智恵  議員吉原 美智恵  議員

大山の日本遺産を
　　生かす取り組みは

古道ウォークなど
　　取り組みを進める町長

【
吉
原
】
本
町
で
は
、
高

齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
医
療
・

介
護
・
介
護
予
防
・
生
活

支
援
が
確
保
さ
れ
る
体
制

と
し
て
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。

　
少
子
化
や
核
家
族
に
よ

る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
増
加
な
ど
、
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

　
認
知
症
対
策
と
し
て
の

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
養
成
事

業
は
重
要
な
取
り
組
み
と

思
う
が
、
推
進
強
化
は
。

【
町
長
】
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
そ
の
人
ら
し
く
暮

ら
せ
る
よ
う
、
正
し
い
知

識
は
必
要
で
あ
り
、
推
進

地
域
包
括

　
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
は

町長

さ
ら
に
推
進
し
て
い
く

【
吉
原
】
令
和
４
年
は
、

大
山
の
日
本
遺
産
認
定
か

ら
５
年
が
た
ち
、
再
評
価

の
年
で
あ
る
。

　
開
山
１
３
０
０
年
祭
も

あ
り
、
注
目
度
も
高
ま
っ

た
が
、
認
定
取
り
消
し
も

あ
る
。

　
「
地
蔵
信
仰
が
育
ん
だ

日
本
最
大
の
牛
馬
市
」
の

テ
ー
マ
が
、
観
光
復
興
や

地
域
活
性
化
に
生
か
さ
れ

て
い
る
か
。

【
町
長
】
牛
馬
市
自
体
に

焦
点
を
当
て
る
と
い
う
よ

り
は
、
牛
馬
市
が
あ
っ
て

こ
そ
当
時
通
っ
て
い
た
道

が
残
っ
て
い
る
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
性
を
前
面
に
出

す
古
道
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
に

取
り
組
む
。

【
吉
原
】
県
民
、
町
民
が

近
場
を
観
光
す
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
は
。

　
テ
ー
マ
を
生
か
し
な
が

ら
町
民
を
巻
き
込
ん
だ
取

り
組
み
が
弱
い
の
で
は
な

い
か
。

【
町
長
】
観
光
協
会
と
も

連
携
し
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
な
ど
の
協
力
を
得
て

遺
産
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー

を
作
っ
て
い
く
。

大山を見守る別れ地蔵

いつまでもお元気で

し
て
い
く
。

【
吉
原
】
こ
れ
か
ら
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
課
が
連
携
し

て
課
題
解
決
に
あ
た
る
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議

が
、
他
の
自
治
体
に
お
い

て
始
ま
っ
て
い
る
。

　
研
究
、
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

【
町
長
】
検
討
す
る
。

豊　哲也  議員豊　哲也  議員

役場職員の
　　副業への取り組みは

申請によって許可している町長

【
豊
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
分
類
を
、
2
類
感

染
症
か
ら
5
類
感
染
症
へ

す
る
こ
と
へ
の
本
町
の
考

え
は
。

【
町
長
】
医
療
機
関
の
負

担
軽
減
が
さ
れ
る
と
い
う

考
え
の
一
方
で
、
医
療
費

の
自
己
負
担
が
発
生
す
る

懸
念
な
ど
も
あ
る
。

【
豊
】
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
し
て
不
安
に
思
う
人
も

多
い
。
今
ま
で
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
副
反
応
、
後

遺
症
な
ど
、
本
町
の
事
例

を
公
開
し
な
い
か
。　
　

【
町
長
】
町
と
し
て
は

公
表
す
る
考
え
は
な
い
。

【
豊
】
コ
ロ
ナ
が
収
束
に

向
か
っ
て
い
る
な
か
、
5

歳
か
ら
11
歳
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
リ
ス
ク
と
メ

ワ
ク
チ
ン
後
遺
症
へ
の
対
応
は

町長

相
談
で
き
る
体
制
は
整
っ
て
い
る

【
豊
】
町
民
の
た
め
に
、

果
敢
に
業
務
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
よ
う
な
、
職
場

環
境
は
整
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
人
事
考
課
制

度
で
評
価
項
目
と
し
て
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
性
を
設
け
て
、

評
価
を
し
て
い
る
。

【
豊
】
職
員
一
人
ひ
と
り

の
や
る
気
、
取
り
組
む
姿

勢
に
よ
っ
て
、
施
策
の
効

果
が
大
分
変
わ
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
配
慮
さ

れ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
衛
生
委
員
会
を

開
催
し
、
職
場
環
境
に
配

慮
し
た
り
、
優
秀
職
員
の

評
価
制
度
を
設
け
て
い
る
。

【
豊
】
パ
ソ
コ
ン
作
業
な

ど
の
仕
事
が
多
い
職
員
の

場
合
、
機
材
の
よ
し
あ
し

で
作
業
効
率
が
大
き
く
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
追
加
な
ど

検
討
し
な
い
か
。

【
町
長
】
必
要
と
思
わ
れ

る
部
署
に
つ
い
て
は
、
職

員
に
配
置
し
て
い
る
。

【
豊
】
公
務
員
の
副
業
は

リ
ス
ク
よ
り
メ
リ
ッ
ト
が

多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本

町
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】
県
を
参
考
基
準

に
営
利
企
業
な
ど
の
従
事

に
関
し
て
、
申
請
に
よ
っ

て
許
可
を
し
て
い
る
。

２画面で作業効率アップ

ワクチン接種リスクの周知

リ
ッ
ト
を
天
秤
に
か
け
た

と
き
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、

リ
ス
ク
の
ほ
う
が
多
い
と

思
わ
れ
る
が
、
町
民
に
周

知
で
き
て
い
る
か
。

【
町
長
】
厚
生
労
働
省
は
、

接
種
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
し
て
い
る
の
で
、
接

種
を
進
め
て
い
る
。

【
豊
】
国
の
ワ
ク
チ
ン
後

遺
症
へ
の
対
応
が
遅
れ
る

な
か
本
町
独
自
の
対
策
は
。

【
町
長
】
疑
い
が
あ
れ
ば

相
談
で
き
る
体
制
は
整
っ

て
い
る
。

動画はこちらから 動画はこちらから
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西本　憲人  議員西本　憲人  議員 小谷　英介  議員小谷　英介  議員

役場の組織運営の
　　　　　　考え方は

職員のやる気を
　　引き出していく町長

【
小
谷
】
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
枠
は
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
つ
く
っ
て

い
る
か
。

【
町
長
】
行
政
で
直
営
が

で
き
ず
、
か
つ
民
間
事
業

者
の
参
入
が
な
い
分
野
で

募
集
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
分
野
で
起
業
を

し
、
３
年
後
に
自
立
し
て

も
ら
い
た
い
。

【
小
谷
】
起
業
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
任
期
終
了
後

は
地
元
企
業
に
就
職
と
い

う
道
も
あ
る
。
起
業
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
本
来
は
行
政

が
担
う
分
野
で
あ
っ
て
も
、

資
質
や
経
験
的
に
既
存
の

職
員
だ
け
で
は
進
め
に
く

い
場
合
で
、
協
力
隊
を

も
っ
と
積
極
的
に
募
集
・

活
用
し
て
は
ど
う
か
。

子
育
て
教
育
分
野
の

　
　
　
　
協
力
隊
募
集
は

町長

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い

【
小
谷
】
職
員
提
案
制
度

の
実
施
状
況
は
。

【
町
長
】
提
案
制
度
自
体

の
活
用
は
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
通
常
業

務
の
中
で
職
員
か
ら
提
案

が
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
高
齢
者
の
補

聴
器
購
入
補
助
や
高
齢
者

の
ご
み
出
し
支
援
の
事
業

案
は
、
提
案
制
度
は
活
用

さ
れ
て
い
な
い
が
、
職
員

が
提
案
し
た
も
の
だ
。

【
小
谷
】
そ
の
よ
う
に
職

員
が
主
体
性
を
持
っ
て
仕

事
を
し
た
場
合
に
、
評
価

を
し
て
待
遇
へ
反
映
し
て

い
る
か
。

【
町
長
】
年
に
２
回
の
人

事
考
課
の
結
果
は
、
職
員

の
配
置
、
昇
任
昇
格
の
ほ

か
、
給
与
の
勤
勉
手
当
に

反
映
し
て
い
る
。

【
小
谷
】
本
町
の
職
員
年

齢
構
成
を
み
る
と
、
特
に

50
歳
前
後
が
非
常
に
多
く
、

こ
の
よ
う
な
偏
り
が
あ
る

場
合
、
組
織
は
硬
直
化
し

や
す
い
。
役
職
ポ
ス
ト
の

数
を
見
直
す
な
ど
、
考
え

は
あ
る
か
。

【
町
長
】
職
員
の
数
に
あ

わ
せ
て
ポ
ス
ト
の
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

職
員
の
や
る
気
を
引
き
出

す
た
め
、
今
後
も
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

偏りある職員の年齢構成

活動報告をする協力隊

【
町
長
】
行
政
で
で
き
る

分
野
は
、
役
場
の
職
員
が

や
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

【
小
谷
】
今
後
の
新
規
枠

と
し
て
、
子
ど
も
の
放
課

後
の
活
動
魅
力
化
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
協
力
隊

な
ど
、
子
育
て
教
育
分
野

で
の
募
集
を
考
え
な
い
か
。

【
町
長
】
可
能
性
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。今
後
し
っ

か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町指定ゴミ袋の表記を
　　　　変えてみないか

非常におもしろいので
　　研究して考えていく町長

【
西
本
】
人
口
減
少
に
は

複
合
的
な
問
題
が
あ
る
と

思
う
。
あ
る
程
度
仮
説

を
立
て
て
軸
を
持
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
国
や
県
と
違
い
人
口
移

動
が
頻
繁
な
地
方
自
治
体

な
の
で
、
少
子
化
対
策
に

合
計
特
殊
出
生
率
で
は
な

く
、
出
生
数
増
を
め
ざ
す

べ
き
だ
。

【
町
長
】
ご
指
摘
の
と
お

り
、
次
回
計
画
見
直
時
に

は
出
生
数
の
目
標
値
も
入

れ
て
い
く
。

【
西
本
】
本
当
に
少
子
化

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
い

な
ら
、
目
指
す
べ
き
数
値

は
間
違
い
な
く
出
生
数
の

変
化
で
あ
る
。

　
本
質
的
な
課
題
と
戦
略

的
な
計
画
が
あ
り
、
初
め

少
子
化
対
策
は

　
　
出
生
数
を
目
標
値
に

町長

分
析
し
て

　
　
令
和
４
年
度
で
検
討
し
た
い

【
西
本
】
私
は
ゴ
ミ
問
題

に
は
ず
っ
と
興
味
が
あ
っ

た
。
鳥
取
県
は
一
人
当

た
り
の
ゴ
ミ
の
排
出
量
が

日
本
一
多
い
年
も
あ
る
。

　
本
町
の
ゴ
ミ
問
題
は
。

【
町
長
】
光
が
当
た
ら
な

い
が
大
切
な
課
題
だ
。

　
ゴ
ミ
の
減
量
・
適
正
な

分
別
・
ゴ
ミ
出
し
支
援
・

不
法
投
棄
な
ど
が
あ
り
現

在
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

【
西
本
】
日
本
は
焼
却
処

分
大
国
で
あ
る
。

　
鳥
取
県
は
全
ゴ
ミ
の
約

65
％
が
可
燃
ゴ
ミ
だ
。
な

か
で
も
生
ゴ
ミ
が
一
番
多

く
、
水
分
が
約
80
％
で
あ

る
。

　
削
減
の
考
え
は
。

【
町
長
】
生
ゴ
ミ
が
減
る

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と

研
究
し
て
補
助
制
度
の
創

設
な
ど
、
考
え
て
み
た
い
。

【
西
本
】
例
え
ば
町
指
定

の
燃
え
る
ゴ
ミ
袋
を
「
生

ゴ
ミ
で
き
る
だ
け
入
れ
ま

せ
ん
袋
」
な
ど
と
、
表
記

だ
け
変
え
て
啓
発
す
る
の

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
表
現
や
方
法
を

変
え
て
あ
ま
り
コ
ス
ト
を

か
け
ず
に
、
生
ゴ
ミ
を
削

減
す
る
意
識
を
持
っ
て
も

ら
う
の
は
、
非
常
に
面
白

い
や
り
方
で
今
後
研
究
し

て
考
え
て
い
き
た
い
。

生ゴミ処理できるコンポスト

たくさんの産声聞きたいな

て
手
段
と
し
て
の
事
業
が

議
論
さ
れ
る
。

　
本
町
の
人
口
推
計
は
、

７
年
前
に
行
っ
た
ま
ま
で

あ
る
。
明
確
に
今
、
誰

が
ど
こ
に
転
出
し
て
い
る

か
、
問
題
の
深
掘
り
が
数

値
で
で
き
て
い
な
い
の
で

は
。

【
町
長
】
確
か
に
、
人
口

が
ど
う
動
い
て
い
る
の
か

は
も
う
少
し
分
析
の
必
要

が
あ
る
。
令
和
４
年
度
で

検
討
し
た
い
。

動画はこちらから 動画はこちらから
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家庭保育支援の延長を

大原　広巳  議員大原　広巳  議員 近藤　大介 議員近藤　大介 議員

住民参画のまちづくりは
地域自主組織の
　　　活動を支援する町長

【
近
藤
】
集
落
の
高
齢
化

が
進
み
、
除
雪
作
業
の
負

担
が
増
し
て
い
る
。
作
業

負
担
を
軽
減
し
、
地
域
の

支
え
合
い
を
進
め
る
た
め
、

集
落
や
個
人
が
購
入
す
る

小
型
除
雪
機
に
補
助
金
を

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
集
落・自
治
会
で
、

宝
く
じ
の
助
成
制
度
を
活

用
し
て
小
型
除
雪
機
を
導

入
し
て
い
る
地
域
が
あ
る

が
、
数
が
毎
年
限
ら
れ
て

い
て
、
そ
の
助
成
制
度
に

当
た
ら
な
い
と
い
う
声
を

聞
い
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
、
何
ら

か
の
制
度
を
考
え
て
、
地

域
で
の
支
え
合
い
が
引
き

続
き
行
え
る
よ
う
に
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

【
近
藤
】
近
隣
の
自
治
体

除
雪
機
購
入
に
補
助
金
を

町長

制
度
を
考
え
支
援
す
る

【
近
藤
】
住
民
参
画
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

本
町
の
現
状
と
課
題
は
。

【
町
長
】
地
域
自
主
組
織

の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、

地
域
別
の
課
題
の
洗
い
出

し
や
、
解
決
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
地
域
自
主
組
織
の
立
ち

上
が
り
の
時
期
に
違
い
が

あ
る
こ
と
で
、
活
動
の
広

が
り
に
差
が
あ
る
こ
と
が

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

【
近
藤
】
自
主
組
織
だ
け

が
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
い
。

「
住
民
参
画
」
を
非
常
に

限
定
的
に
考
え
て
い
な
い

か
。

【
町
長
】
住
民
参
画
を
具

体
的
に
し
て
い
く
に
は
、

活
動
の
場
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
の
が
地
域
自
主
組
織

で
あ
る
。

【
近
藤
】
町
内
の
多
く
の

既
存
集
落
で
は
、
少
子
化
、

高
齢
化
が
著
し
く
進
ん
で

い
る
。
農
地
や
生
活
道
路

の
維
持
管
理
、
空
き
家
の

問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
も
深
刻
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
今
後
の
対
策

は
。

【
町
長
】
移
住
定
住
対
策

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

深刻化する地域の課題

で
は
、
除
雪
機
購
入
に
、

集
落
・
自
治
会
な
ら
３
分

の
２
、
個
人
に
対
し
て
も

２
分
の
１
の
補
助
を
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。

【
町
長
】
補
助
割
合
な
ど

は
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
が
、
個
人
で
購
入
さ

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
慎

重
な
検
討
が
必
要
と
思
う
。

考えていない町長

【
大
原
】
本
町
の
推
進
す

る
耕
畜
連
携
推
進
事
業
に

つ
い
て
堆
肥
利
用
者
数
と

数
量
の
推
移
は
。

【
町
長
】
平
成
29
年
度
39

人
５
６
０
ｔ
、
30
年
度
23

人
２
５
６
ｔ
、
令
和
元
年

度
24
人
２
８
０
ｔ
、
２
年

度
27
人
２
７
８
ｔ
、
３
年

度
21
人
４
９
０
ｔ
で
あ
る
。

【
大
原
】
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

と
白
ネ
ギ
の
利
用
率
は
。

【
町
長
】
ど
ち
ら
も
、
生

産
者
の
一
割
弱
で
あ
る
。

【
大
原
】
畜
産
農
家
も
多

い
本
町
で
、
さ
ら
な
る
連

携
が
必
要
だ
が
対
策
は
。

【
町
長
】
関
係
機
関
と
協

力
し
て
、
堆
肥
の
効
果
の

周
知
に
努
め
、
利
用
促
進

し
て
い
く
。
ま
た
利
用
料

補
助
も
当
面
継
続
す
る
。

堆
肥
の
利
用
促
進
を

町長

連
携
強
化
す
る

【
大
原
】
家
庭
保
育
数
の

割
合
の
推
移
は
。

【
町
長
】
０
歳
児
が
平
成

30
年
度
か
ら
令
和
３
年
度

ま
で
、
60
・
8
％
、
41
％
、

41
・
7
％
、
24
・
3
％
だ
。

　

１
歳
児
が
同
じ
く
、

26
・
3
％
、
26
・
9
％
、

21
・
8
％
、
25
・
8
％
だ
。

（
令
和
３
年
度
は
見
込
）

【
大
原
】
家
庭
保
育
支
援

事
業
に
本
町
で
は
12
カ

月
ま
で
支
給
し
て
い
る
が
、

伯
耆
町
で
は
、
３
カ
月
か

ら
12
カ
月
ま
で
月
額
3.3
万

円
、
ま
た
18
カ
月
ま
で
月

額
２
万
円
支
給
し
て
い
る
。

　
琴
浦
町
は
、
６
カ
月
か

ら
24
カ
月
ま
で
月
額
３
万

円
支
給
し
て
い
る
。

　
移
住
定
住
対
策
と
し
て
、

期
間
延
長
す
る
べ
き
で
は
。

【
町
長
】
保
育
園
の
入
所

数
の
抑
制
に
は
、
効
果
が

な
い
の
で
考
え
て
い
な
い
。

【
大
原
】
少
子
化
対
策
と

し
て
、
増
額
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
多
子
化
対
策
と

し
て
、
第
三
子
以
降
に
増

額
を
検
討
し
て
み
た
い
。

【
大
原
】
コ
ロ
ナ
禍
で
は

あ
る
が
、
よ
り
詳
し
い
意

向
調
査
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】
デ
ジ
タ
ル
集
計

で
、
確
認
し
て
み
た
い
。 さらなる家庭保育支援を

豊かな農地を維持したい 除雪作業は本当に大変

【
大
原
】
本
町
農
産
物
の

さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に
、

こ
の
連
携
事
業
が
生
か
せ

な
い
か
。

【
町
長
】
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

な
ど
の
特
産
品
目
だ
け
で

な
く
、
さ
ら
な
る
多
品
目

に
も
活
用
を
拡
大
し
た
い
。

　
ま
た
、
大
山
恵
み
の
里

公
社
と
の
連
携
で
、
大
山

ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
が
拡
大

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

動画はこちらから 動画はこちらから
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条
例
改
正
、
指
定
管
理
者
の
指
定
、一

般
会
計
補
正
予
算
（
4
億
2
2
1
6
万

円
の
増
額
）
の
3
議
案
を
可
決
し
た
。

一般
会
計
補
正
予
算
質 

疑

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

【
門
脇
議
員
】
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
必
要
な

の
か
。

【
住
民
課
長
】
コ
ン
ビ
ニ
交
付
証
明
発

行
機
能
利
用
料
と
し
て
1
通
あ
た
り

１
８
０
円
を
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
に
、
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
へ
の
委

託
手
数
料
と
し
て
1
通
あ
た
り
１
１
７

円
を
支
払
う
。

　
令
和
5
年
度
以
降
は
、
運
営
負
担
金

と
し
て
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
に
年
間
34
万
６
０
０
０
円
を
支
払
う
。

米
価
下
落
影
響
緩
和
対
策

【
大
森
議
員
】
助
成
額
の
根
拠
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】
収
入
保
険
の
減
収

に
対
し
て
の
補
填
（
約
19
％
）
を
参
考

に
し
た
。

地
域
応
援
チ
ケ
ッ
ト

【
近
藤
議
員
】
今
回
で
3
回
目
の
配
布
と

な
る
が
4
月
配
布
に
な
ら
な
い
の
か
。

　
6
月
配
布
の
理
由
は
。

【
企
画
課
長
】
前
倒
し
で
で
き
れ
ば
と
思

う
が
、
協
賛
事
業
者
の
募
集
期
間
も
必

要
が
あ
り
6
月
頃
を
見
込
ん
で
い
る
。

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
増
築
工
事

【
吉
原
議
員
】
増
築
工
事
だ
が
、
観
光

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
も
外
部
に
面
す
る
よ

う
に
し
な
い
か
。

【
観
光
課
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と

し
て
の
店
舗
内
の
増
改
築
で
あ
る
。

　
観
光
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
来
館
さ

れ
る
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
い
表
示
を

し
て
い
き
た
い
。

1月
（1月20日）

臨
時

会

農地を守れるのは人

野口　俊明  議員野口　俊明  議員

【
野
口
】
補
助
金
を
利
用

で
き
な
い
農
家
と
は
。

【
町
長
】
大
半
は
国
・
県

の
事
業
を
活
用
し
て
お
り
、

規
模
拡
大
を
目
的
と
し
た

農
業
者
な
ど
が
対
象
で
あ

る
。
当
て
は
ま
ら
な
い
人

が
利
用
で
き
な
い
農
家
と

考
え
て
い
る
。

【
野
口
】
意
欲
が
あ
る
人

を
つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
な
救

う
制
度
や
、
補
助
金
創
設

の
考
え
は
。

【
町
長
】
非
常
に
大
き
な

課
題
だ
。
今
後
は
、
対
象

と
な
り
そ
う
な
補
助
事
業

や
個
人
・
集
落
を
対
象
と

し
た
個
別
支
援
策
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
野
口
】
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
と
解
消
は
。

【
農
業
委
員
会
長
】
毎
年

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
所
有
者
訪
問
や
適
切

管
理
の
働
き
か
け
を
や
っ

て
い
る
。

【
野
口
】
遊
休
農
地
再
生

の
取
り
組
み
は
。

【
農
業
委
員
会
長
】
国
・

県
の
事
業
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

【
野
口
】
町
へ
の
愛
着
や
、

町
の
産
業
に
つ
い
て
の
教

育
で
の
取
り
組
み
は
。

【
教
育
長
】
農
業
者
の
実

際
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

体
験
学
習
を
し
て
い
る
。

町長

解体を待つ空き家

【
島
田
】
空
き
家
に
対
す

る
解
体
補
助
制
度
を
創
設

は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
特
定
空
き
家
に

な
る
前
の
解
体
補
助
は
、

今
後
、
利
活
用
す
る
予
定

が
な
い
か
な
ど
の
線
引
き

が
困
難
に
な
る
が
制
度
設

計
、
予
算
規
模
を
含
め
て

検
討
し
た
い
。

【
島
田
】
土
地
の
税
額
の

上
昇
が
空
き
家
を
放
置
す

る
原
因
と
な
る
が
減
免
す

る
制
度
は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
除
却
に
よ
っ
て

固
定
資
産
税
の
減
免
の
み

を
制
度
化
す
る
予
定
は

な
い
が
、
や
る
と
す
れ
ば

解
体
の
補
助
と
合
わ
せ
て

セ
ッ
ト
で
行
う
形
に
な
る
。

【
島
田
】
他
の
自
治
体
で

利
活
用
の
見
込
み
が
な
い

空
き
家
に
、
費
用
の
一
部

を
５
年
間
の
固
定
と
し
て

助
成
、
解
体
後
３
年
間
は

減
免
の
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
固
定
資
産
税
が
同
額

と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
が
、
本
町
で

は
ど
う
か
。

【
町
長
】
そ
う
い
っ
た
自

治
体
で
も
運
用
し
な
が
ら

そ
の
地
域
に
合
っ
た
形
に

し
て
い
る
。

　
そ
の
や
り
方
を
研
究
し

て
、
本
町
で
も
で
き
る
方

法
が
な
い
か
を
引
き
続
き

検
討
し
て
い
く
。

島田　一恵  議員島田　一恵  議員

解体補助・
固定資産税の減免は
引き続き検討していく

森本　貴之  議員森本　貴之  議員

子育て施策と
　福祉施策のバランスは

幅広い世代の
　　助けとなるよう進める町長

【
森
本
】
令
和
4
年
度
当

初
予
算
は
、
1
1
0
億

円
で
、
本
町
合
併
後
２
番

目
の
予
算
規
模
と
な
っ
て

い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
新
規
事

業
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

積
極
予
算
と
受
け
取
れ
る
。

　
子
育
て
施
策
と
福
祉
施

策
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
子
育
て
施
策
、

高
齢
者
施
策
、
障
が
い
者

施
策
な
ど
、
幅
広
い
世
代

の
助
け
と
な
る
よ
う
に
行

政
を
進
め
る
。

【
森
本
】
持
続
可
能
な
行

財
政
改
革
の
具
体
的
な
考

世代を超えて広がる楽しさ

町長

意欲がある人をつぶすな

非常に大きな課題である

え
方
は
。

【
町
長
】
事
務
事
業
の
見

直
し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
、

職
員
能
力
の
向
上
を
は
か

り
な
が
ら
、
効
果
な
ど
を

見
極
め
、
民
間
活
用
も
進

め
て
い
く
。

【
森
本
】
本
予
算
が
目
指

す
、
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

【
教
育
長
】
本
町
教
育
の

柱
を
、
保
小
中
連
携
と
ふ

る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

２
つ
に
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
2
年
目
に
入

る
。
さ
ら
な
る
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
活
用
を
進
め
て
い
き

た
い
。

動画はこちらから 動画はこちらから

動画はこちらから

増築される道の駅店舗スペース増築される道の駅店舗スペース

29 2022年4月　議会だよりだいせん68号 2022年4月　議会だよりだいせん68号 28

定

例

会

定

例

会

予
算
の
概
要

質
疑
・
討
論

陳
情
・
意
見
書

陳
情
・
意
見
書

委
員
会
報
告

お

知

ら

せ

予
算
の
概
要

質
疑
・
討
論

審

議

結

果

審

議

結

果

委
員
会
報
告

一

般

質

問

特

集

一
般
質
問・臨
時
会



お知ら
せ

New
s

全国広報コンクール奨励賞・鳥取県広報コンクール最優秀賞 全国広報コンクール奨励賞・鳥取県広報コンクール最優秀賞 受賞受賞

　全国の町村議会広報誌が応募されるコンクールに
て議会だより65 号が奨励賞「企画・構成部門」に
選ばれました。
　また、県議長会主催のコンクールでは 61 号が最
優秀賞を受賞しました。
　引き続き皆さんに手に取っていただける「読みた
くなる、わかりやすい誌面づくり」に努めてまいりま
す。ご意見ご感想をお待ちしております。

議員派遣

令和４年度全国町村議会議長・副議長研修会
目的…………研修に出席し、副議長としての質を高める。
派遣場所……東京都
期間…………令和４年５月30日から31日
派遣議員……大原広巳副議長

議員派遣

全国市町村国際文化研修所主催の
市町村議会議員研修
目的…………第１回市町村議会議員特別セミナー
派遣場所……滋賀県大津市
期間…………令和４年４月１１日から１２日
派遣議員……吉原美智恵議員
　　　　　　門脇輝明議員（オンライン）

Facebook を活用し、
日程などの情報発信
を行っております。

議員派遣

全国市町村国際文化研修所主催の市町村議会議員研修
目的…………「５日間コース」新人議員のための地方自治の基本
派遣場所……滋賀県大津市　　　期間……令和4年5月9日から13日
派遣議員……西本憲人議員、島田一恵議員

情報発信

フォローを
お願い
いたします。

フォロー

議員の仕事ってなにしとるだ？
～議会の基本的な仕組みを説明します～

議会の役割って何なの？

主に①議案の議決、②行政の監視、
③条例など政策立案の３つです。

これまでは議員提出の政策提案は全国的にほとんどありません
でしたが、地方分権の流れで今後は議員にも条例提案などの
政策立案が期待されるようになってきています。 池田 議員

議員の報酬はどれくらいもらえるの？

1カ月当たり

議長31.6万円、副議長23.5万円、
議員22.1万円です。

大山町議会は政務活動費が支給されていません。議員個人と
して視察や広報活動をする場合は、全額自己負担となります。 豊 議員

会期中は、本会議で結論を出す前に、各委員会に分かれて役場
職員から聞き取りを行い、議案の詳細まで審査をします。会期
中以外のときは、できるだけ町民の皆さんの生の声を聞くよう
にしています。

毎年3月、6月、9月、12月に定例会を開き、行
政から提案された議案や住民から出さ
れた陳情などを審議したうえで議会の意
思を決めるため多数決をします。

西本 議員

具体的にはどんな活動をしているの？

もっと議会を知りたい方はHPをご覧ください
※議会ホームページかQRコードを読み込んでご覧ください。

議会の
仕組みはこちら

特集
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私
は
、家
業
の
園
芸
農
業
を
引
き
継
い

で
経
営
し
て
い
ま
す
。町
外
か
ら
ス
タ
ッ
フ

を
雇
用
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、そ

の
と
き
に
苦
労
す
る
の
が
住
居
の
確
保
で

す
。中
山
地
区
に
は
町
営
の
賃
貸
住
宅
が

あ
る
の
で
す
が
、と
て
も
人
気
で
空
き
が

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。そ
の
と
き
は
、仕

方
な
い
の
で
町
外
か
ら
通
っ
て
も
ら
い
ま

す
。同
じ
苦
労
を
し
た
こ
と
の
あ
る
町
内

事
業
者
は
自
分
以
外
に
も
い
る
よ
う
な
の

で
、中
山
地
区
に
も
っ
と
賃
貸
住
宅
が
あ

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。他
力
本
願
で

も
い
け
ま
せ
ん
の
で
、自
分
た
ち
で
空
き

家
を
活
用
し
て
社
宅
を
つ
く
る
こ
と
な
ど

も
考
え
始
め
て
い
ま
す
。　
　

　
私
の
住
む
集
落
に
は
空
き
家
が
何
軒
か

あ
り
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
人
の
移
動
が

制
限
さ
れ
て
管
理
が
行
き
届
か
な
く
な
っ

た
の
か
、最
近
は一段
と
建
物
の
荒
廃
が
進

ん
だ
気
が
し
ま
す
。空
き
家
だ
け
で
な
く
、

高
齢
化
が
進
み
、集
落
の
農
地
や
水
路
の

管
理
の
こ
と
も
今
後
心
配
で
す
。

　
最
近
、農
業
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る

人
が
増
え
た
よ
う
な
感
覚
も
あ
る
の
で
、

空
き
家
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で
、後
継
者
を

探
し
て
い
く
取
り
組
み
を
も
っ
と
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

奥田 光里
（八重）

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
多
様
性

が
広
が
る
な
か
で
、今
後
、や
り
た
い
部
活

が
な
い
と
感
じ
る
子
ど
も
は
増
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
う
ど
今
、我
が
家
の
子
ど
も
は
、名

和
中
学
校
で
ダ
ン
ス
部
を
つ
く
ろ
う
と
動

い
て
い
ま
す
。「
自
分
が
や
り
た
い
部
活
が

な
い
、だ
か
ら
部
活
を
つ
く
り
た
い
。」と

校
長
先
生
に
直
談
判
を
し
た
よ
う
で
す
。

自
分
に
は
部
活
を
つ
く
る
と
い
う
発
想
が

な
か
っ
た
の
で
、そ
の
主
体
性
に
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、自
分

か
ら
も
学
校
に
相
談
を
し
て
み
た
と
こ

ろ
、学
校
側
も
と
て
も
前
向
き
に
は
捉
え

て
く
れ
て
い
ま
す
が
、指
導
者
が
不
足
し

て
い
る
事
な
ど
が
現
実
的
な
ハ
ー
ド
ル
と

し
て
あ
る
よ
う
で
す
。す
ぐ
に
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、子

ど
も
に
と
っ
て
、中
学
生
と
し
て
の
時
間
は

一生
に一度
、今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

自
分
が
主
体
的
に
動
く
こ
と
で
環
境
を

変
え
ら
れ
る
と
い
う
成
功
体
験
も
積
ま
せ

て
あ
げ
た
い
で
す
。親
と
し
て
、ま
ち
の
大

人
と
し
て
、全
力
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
前
号
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、給
食
費
無

償
化
や
、そ
の
ほ
か
の
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援

策
は
、今
後
の
大
山
町
の
発
展
に
つ
な
が

る
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
家
も
、３
年
前
に
、充
実
し
た
子

育
て
環
境
に
惹
か
れ
て
大
山
町
へ
移
住
し

て
き
ま
し
た
。妻
も
私
も
、大
山
町
に
ゆ
か

り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、豊
か
な
自

然
が
近
く
に
あ
る
こ
と
と
、職
場
の
あ
る

米
子
も
近
く
て
便
利
な
た
め
、大
山
口
に

で
き
た
住
宅
地
に
家
を
建
て
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。実
際
に
住
ん
で
み
る
と
、近
所
に

は
同
世
代
の
子
育
て
世
帯
が
多
く
、困
っ

た
と
き
は
助
け
合
っ
た
り
、家
族
ぐ
る
み

で
遊
ん
だ
り
と
、良
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と

て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
大
山
町
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

色
々
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
、転
入
者
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
経
済
的
な
支
援
に
限
ら
ず
、こ
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
の
び
の
び
育
つ
環
境
と
な

る
よ
う
に
何
が
必
要
か
、議
会
で
さ
ら
に

議
論
を
深
め
て
ほ
し
い
で
す
。

岡田 拓也
（ひかりが丘）

　
桜
の
花
が
見
頃
を
迎
え
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
で
も

た
く
さ
ん
の
桜
が
満
開
と
な
り

ピ
ン
ク
色
の
春
景
色
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　
町
政
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
早
１
年
が
経
ち
議
員
と
し

て
初
め
て
の
経
験
を
経
て
広
報

委
員
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
び
携
わ
り
合
う
中
で
議

員
同
士
や
執
行
部
と
の
距
離
も

近
く
な
り
ま
し
た
。

　
議
場
で
は
、
賛
否
に
迷
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
町
民
代
表

で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
皆
さ

ま
の
声
に
寄
り
添
い
し
っ
か
り

と
町
政
へ
届
け
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
広
大
な
日
本
海
が
広
が
り
、

雄
大
な
大
山
が
そ
び
え
立
つ
こ

の
場
所
で
暮
ら
す
、
私
達
の
大

好
き
な
町
の
た
め
に
皆
さ
ま
の

お
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。島

田

豊房の桜並木

ダ
ン
ス
部
を

　
　つ
く
り
た
い

住
居
不
足
と

　
　空
き
家
問
題

子
育
て
支
援
で

　
　
　
　転
入
者
を

西川 芳宏
（ニューヴィータ）

～議会だより 67号を読んで～
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